
こんにちは。いつも弊社をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

朝夕の暑さが和らぎ、秋らしい涼を感じられるようになってまいりました。

秋といえばさまざまな食材が旬を迎えます。栗やさつまいも、さんまなど代

表的な秋の味覚をはじめ、きのこやぶどう、柿や梨など、おいしいものがた

くさん楽しめる時期です。夏の疲れが取れる頃に、秋の滋味を頂いて元気を

取り戻したいところですね。 

 

 

■平成 29年度の食品廃棄物等の年間発生量及び食品循環資源の再生利用等実施率 

農林水産省より、「食品循環資源の再生利用等実態調査結果」と「食品リサイクル法に基づく定期

報告結果」を用いて推計された平成 29 年度の食品廃棄物等の発生量及び食品循環資源の再生利用

等実施率が公表されました。推計値は下表のとおりになります。 

 食品廃棄物等の発生量（単位：千トン） 食品循環資源の再生利用等実施率 

業種 29 年度 対前年増減率 (参考)28 年度 (参考)27 年度 29 年度 目標値 (参考)28 年度 (参考)27 年度 

食品産業計 17,666 -10.3％ 19,700 20,096 84％ － 85％ 85％ 

食品製造業 14,106 -12.7％ 16,167 16,533 95％ 95％ 95％ 95％ 

食品卸売業 268 +0.2% 267 294 67％ 70％ 65％ 60％ 

食品小売業 1,230 -3.3％ 1,271 1,275 51％ 55％ 49％ 47％ 

外食産業 2,062 +3.4％ 1,994 1,995 32％ 50％ 23％ 23％ 

 

 

■～SDGs達成に向けた～持続可能な地域の創り手を育む"学びの場"づくりガイドブック 

環境省より、SDGs 達成に向け、持続可能な地域の創り手を育む「学びの場」づくりの手法やポ

イントを事例と併せて紹介するガイドブックの概要版が発行されました。このガイドブックでは、

平成 28～30 年度に実施された「環境教育・学習拠点における「ESD 推進」のための実践拠点支

援事業（ESD 実践拠点支援事業）」として取り組んだ全国 28 の実践事例を基に、持続可能な地域

の創り手を育む「学びの場」づくりの手法やポイントを、事例と併せて紹介されています。SDGs

（Sustainable Development Goals）達成に向けての人づくりとしての持続可能な開発のための

教育（ESD：Education for Sustainable Development）を、地域において取り組んでいきた

い方を主な対象としています。 
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